
音が継承する島の想い 
第４回音じゃぶらフェスが開催
こんに〝ちな〞！ 今月の表紙は、今
年も町民体育館にて開催された「第
４回音じゃぶらフェス」での１枚です。
約400人が来場し、島唄、踊り、パ
フォーマンスに会場は大盛り上がり。
来年も開催するかも⁉ 乞うご期待！

P.2	 知名町合同金婚式
P.3	 地域活性化企業人紹介
P.4	 まちのわだい
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鹿児島県知名町
（沖永良部島）



　
９
月
13
日
、
知
名
町
フ
ロ
ー

ラ
ル
館
に
お
い
て
第
42
回
知
名

町
合
同
金
婚
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
、
め
で
た
く
金

婚
式
を
迎
え
た
御
夫
妻
は
12
組

で
す
。

　
昭
和
58
年
度
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
金
婚
式
で
お
祝
い
さ
れ

た
ご
夫
婦
は
、
今
年
で
９
９
４

組
を
数
え
ま
し
た
。
幾
多
の
苦

難
を
乗
り
越
え
、
金
婚
式
を
迎

え
た
皆
様
に
は
、
健
康
に
留
意

し
、
い
つ
ま
で
も
仲
睦
ま
じ
く

過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

第42回 
知名町

合同金婚式

今から50年前の
1974年（昭和49年）のできごと…
ミスター巨人、長嶋茂雄選手が引退

知名

吉田	末　次	 孝　子		御夫妻

住吉

伊井	亮　雄	 ひろみ		御夫妻

知名

清原	紘　一	 つる江		御夫妻

瀬利覚

藤井	良　光	 美津代		御夫妻

知名

新納	秀　浩	 眞由美		御夫妻

新城

森田	英　昭	 嶺　子		御夫妻

正名

		林	 廣　明	 春　美		御夫妻

芦清良

池山	廣　文	 夛美惠		御夫妻

小米

坂井	和　昭	 涼　子		御夫妻

芦清良

納山	敏　勝	 紫保美		御夫妻

正名

		林	 富義志	 若　枝		御夫妻

田皆

松元	信　良	 サク子		御夫妻
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知
名
町
で
の
暮
ら
し

　
令
和
５
年
７
月
、
愛
知
県

瀬
戸
市
か
ら
知
名
町
の
脱
炭

素
地
域
づ
く
り
事
業
の
お
手

伝
い
の
た
め
に
単
身
赴
任
で

来
島
し
、
1
年
が
経
ち
ま
し

た
。
沖
永
良
部
島
の
豊
か
な

自
然
と
人
々
の
温
か
さ
に
触

れ
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
地
域

の
文
化
や

生
活
に
も

馴
染
ん
で

き
ま
し
た
。

日
々
の
活

動
を
通
じ

て
、
島
の

美
し
さ
や

魅
力
を
再

発
見
す
る
機
会
が
多
く
、
学

び
の
多
い
1
年
で
し
た
。

活
動
報
告

　
私
の
主
な
業
務
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
脱
炭
素
の
意
義

や
具
体
的
な
手
段
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
や
、

そ
の
た
め
の
資
料
作
り
で

す
。
昨
年
度
は
知
名
町
議
会

の
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
イ
ラ

ン
ド
お
き
の
え
ら
ぶ
事
業
調

査
特
別
委
員
会
」
に
招
致
さ

れ
、
議
会
で
は
事
業
目
的
や

課
題
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
大
き

な
成
果
で
す
。
さ
ら
に
、
島

の
お
店
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
、

島
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
知

名
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
挑
戦

　
私
の
役
場
で
の
役
職
名
は

「
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
」
で

す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
キ
リ

ス
ト
教
の
「
伝
道
師
」
に
由

来
す
る
言
葉
で
、
複
雑
な
仕

組
み
や
考
え
方
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
組
み

や
課
題
に
つ
い
て
、
イ
ラ
ス

ト
や
視
覚
資
料
を
用
い
な
が

ら
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

理
解
し
や
す
い
よ
う
工
夫
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
公
務
と
は
別

に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
開
催
さ

れ
た
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
国

際
的
な
会
議
で
講
演
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
知
名
町
の

脱
炭
素
へ
の
取
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
国
際

的
な
場
で
知
名
町
の
活
動
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
世

界
に
も
町
の
取
組
み
を
知
っ

て
も
ら
え
る
た
め
、
今
後
も

積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

成
果
と
今
後
の
展
望

　
昨
年
度
は
主
に
議
会
議
員

の
方
々
へ
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
が
、
8
月
の
議
員
選
挙

で
新
た
に
選
出
さ
れ
た
議
員

の
方
々
に
も
、
必
要
に
応
じ

て
同
様
の
説
明
を
続
け
て
い

く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
事
業

の
主
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
通
貨
の
構
築
、

新
し
い
農
業
や
水
産
業
の
取

組
み
、
商
流
の
拡
大
、
定
住

促
進
住
宅
の
開
発
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
町
の
取
組

み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

感
謝
の
言
葉

　

産
ま
れ
て
か
ら
こ
れ
ま

で
、
一
度
も
訪
れ
た
こ
と
の

な
か
っ
た
沖
永
良
部
島
に
赴

任
し
、
初
め
て
の
環
境
に
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

役
場
の
同
僚
や
地
域
の
皆
さ

ま
の
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
、
無
事
に
1
年
間
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
々
の
業
務
を
通
じ
て
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
優
し
さ
や
ご

協
力
い
た
だ
け
る
環
境
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
知
名
町
の
一

員
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
し

な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
皆

さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
し
っ
た
い 

み
へ
で

ぃ
ろ
ど
〜
。

藤
ふじわら

原 宗
むねのり

徳

昭和37年５月22日

生まれ

株式会社DGキャピ

タルグループ在職

地域活性化企業人

三大都市圏に所在する企業が
地方自治体に一定期間社員を
派遣し、専門的なノウハウや
知見を活かし、地域活性化を
図る取組み。

　

        

地
域
活
性
化
企
業
人
活
動
記
録

う
が
み
や
ぶ
ら
～
！ 

今
回
は
、
地
域
活
性
化
企
業
人
と
し
て

企
画
振
興
課
に
所
属
し
て
い
る
藤
原 

宗
徳
さ
ん
の
活
動
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

脱炭素地域づくり
脱炭素を通じて地域課題を解
決し、地域の魅力と質を向上
させる地方創生に貢献する取
組みのこと。 

ゼロカーボンアイランド 
おきのえらぶ事業

持続可能な社会を実現するた
めに私たちのライフスタイルを
見直し、脱炭素化を目指すべ
く再生可能エネルギーを導入
することで、安心して住み続け
られる沖永良部島になるよう
施策を展開する取組み。

スリランカで
の講演の際の記念撮影

コロンボで出会った
車掌とパチリ

分かりやすい資料作成に努めています

特 
集
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９
月
２
日
か
ら
２
日
間
、

フ
ロ
ー
ラ
ル
館
に
お
い
て

「
ア
イ
ラ
ン
ド
ゼ
ブ
ラ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
i 沖
永
良
部

島
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
は
、
地
域
の
課
題

解
決
と
同
時
に
経
済
成
長
も

実
現
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
ゼ

ブ
ラ
企
業
」
の
創
出
と
育
成

を
目
的
と
し
た
中
小
企
業
庁

に
よ
る
「
24
年
度
地
域
の
社

会
課
題
解
決
企
業
支
援
の
た

め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
実

証
事
業
」
の
一
環
で
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
初
日
は
講
演
や
事
例
発
表
、

２
日
目
は
島
内
の
農
場
や
子

育
て
施
設
の
見
学
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
山
下
賢
太

さ
ん
（
甑
島
・
東
シ
ナ
海
の

小
さ
な
島
ブ
ラ
ン
ド
㈱
代

表
）
は
「
島
の
可
能
性
に
目

を
向
け
、
課
題
で
は
な
く
可

能
性
に
挑
戦
し
て
い
く
人
が

増
え
て
ほ
し
い
。」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

「
ア
イ
ラ
ン
ド
ゼ
ブ
ラ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

i 沖
永
良
部
島
」
が
開
催

SEP
2

　

９
月
２
日
、
奈
良
県
か

ら
移
住
し
た
中
野
喜
久
氏

（
73
）
を
地
域
お
こ
し
協
力

隊
（
公
営
塾
ス
タ
ッ
フ
）
に

任
命
し
、
町
長
室
に
て
任
命

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
野
氏
は
こ
れ
ま
で
、
奈

良
県
で
公
立
小
学
校
教
諭
、

公
立
中
学
校
教
諭
（
社
会

科
）・
校
長
を
務
め
、
定
年

退
職
後
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国

際
協
力
機
構
）
の
派
遣
で
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
行
政
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
そ
の
後
、

中
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ト
ナ

ム
で
も
教
育
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

中
野
氏
は
「
島
へ
来
て
、

子
ど
も
を
大
切
に
思
う
文
化

が
あ
る
と
感
じ
た
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
、
子
ど

も
達
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
は
教
育
委
員
会
に
所
属

し
、
任
期
は
最
長
３
年
間
で

す
。

　
８
月
24
日
か
ら
２
日
間
に

わ
た
り
、
第
１
回ERABU 

BASKETBALL FESTIV
AL

（
両
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
は
尾
堂
鍼

灸
整
骨
院
・
尾
堂 

学
氏
、
ま

な
ぶ
鍼
灸
整
骨
院
・
樋
口 

睦

氏
、
元
プ
ロ
リ
ー
グ
選
手
の

岡
田 

麻
央
氏
、
新
里 

智
将

氏
を
お
招
き
し
、
技
術
や
自

分
の
体
に
合
っ
た
シ
ュ
ー
ズ

の
選
び
方
な
ど
、
多
様
な
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
か
ら
中
・
高
生
、

社
会
人
ま
で
、
幅
広
い
年
代

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
プ
レ

イ
ヤ
ー
た
ち
が
集
い
、
年
代

別
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
や
、
姿
勢
チ
ェ
ッ

ク
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
保
護
者
に
向
け
て
、

「
バ
ッ
シ
ュ
選
び
講
座
」
な

ど
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の
保

護
者
が
熱
心
に
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
島
外
か
ら
も
小
・
中
学
生

が
参
加
し
、
２
日
間
で
延
べ

３
０
０
名
程
の
参
加
者
数
と

な
り
、
選
手
や
指
導
者
へ
の

良
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

まちの話題
2024 AUG / SEP

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に（
公
営
塾
ス
タ
ッ
フ
）

中
野
喜
久
氏
を
任
命

SEP
2

第
１
回 ERABU BASKETBALL 

FESTIVAL

が
開
催

AUG
24
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９
月
18
日
、
教
育
長
室
に

て
町
議
会
議
員
を
任
期
満
了

し
た
宗
村 

勝
氏
、
今
井 

吉

男
氏
、
新
山 

直
樹
氏
が
図
書

購
入
費
と
し
て
町
に
寄
付
を

行
い
ま
し
た
。

　

本
寄
付
金
は
町
内
小
・
中

学
校
及
び
図
書
館
で
活
用
す

る
予
定
で
、
３
氏
は
、「
各
小・

中
学
校
等
の
図
書
館
が
よ
り

充
実
し
、
い
つ
ま
で
も
子
ど

も
達
の
知
識
が
育
ま
れ
る
施

設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
（
宗
村 

勝
氏
）」、「
図
書
離
れ
が
進
む

中
で
も
、
本
か
ら
得
る
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
子
ど
も

達
に
は
、
ぜ
ひ
本
を
読
ん
で

育
っ
て
ほ
し
い
（
今
井 

吉
男

氏
）」、「
多
種
多
様
な
本
の
中

か
ら
自
分
に
合
う
も
の
を
選

び
、
様
々
な
知
識
や
価
値
観

を
学
び
な
が
ら
、
将
来
的
に

知
名
町
に
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
（
新
山 

直
樹
氏
）」
と
そ

れ
ぞ
れ
想
い
を
語
っ
て
い
ま

し
た
。

　

９
月
22
日
、
町
民
体
育

館
に
て
第
４
回
音う

と
ぅじ

ゃ
ぶ
ら

フ
ェ
ス
（
音
じ
ゃ
ぶ
ら
実
行

委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
う
と
ぅ
じ
ゃ
ぶ
ら
」

は
島
の
方
言
で
「
兄
弟
」
を

意
味
し
て
お
り
、
一
緒
に
音

楽
を
楽
し
み
、
兄
弟
に
な
り

ま
し
ょ
う
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
、
約
４
０
０

人
が
来
場
し
た
同
フ
ェ
ス
の

前
半
は
、「
瀬
利
覚
字
の
獅

子
舞
」
等
の
伝
統
芸
能
が
披

露
さ
れ
、
後
半
で
は
沖
永
良

部
島
出
身
の
前
田
博
美
さ

ん
や
大
山
百
合
香
さ
ん
ら
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
が
登
場
し
、

素
敵
な
歌
声
に
来
場
者
は
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
踊
り
「
サ
イ
サ

イ
節
」
で
は
、
出
演
者
や
来

場
者
が
一
つ
の
輪
と

な
っ
て
踊
り
、
町
民

や
観
光
ツ
ア
ー
客
ら

が
島
の
民
謡
を
通
し

た
交
流
を
深
め
て
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
音
じ
ゃ

ぶ
ら
実
行
委
員
会
の

武
元 

翔
太
さ
ん
は

「
沖
高
の
部
活
動
生

が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

前
日
の
準
備
か
ら
終

演
後
の
片
付
け
ま
で

協
力
し
て
く
れ
た
お
陰
で
大

成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
音
楽
を
通
し
て
会
場
が

一
体
と
な
り
、
素
晴
ら
し
い

時
間
を
共
有
し
た
音
じ
ゃ
ぶ

ら
（
兄
弟
）に
な
れ
ま
し
た
。」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
19
日
、
役
場
大
会
議

室
に
お
い
て
第
1
回
知
名
町

誌
編
さ
ん
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
議
会
・
地
域
・
行

政
の
代
表
者
と
有
識
者
16
名

を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、
林

富
義
志
委
員
長
の
進
行
の
も

と
、
新
た
な
町
誌
を
ま
と
め

る
た
め
の
事
業
計
画
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
現
知
名
町
誌
は
昭
和
57
年

の
発
刊
か
ら
42
年
経
過
し
て

お
り
、
そ
れ
以
降
の
歴
史
の

記
録
や
新
た
な
研
究
成
果
を

反
映
し
た
新
町
誌
が
望
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
令
和
4
年
度
か
ら

新
町
誌
刊
行
の
検
討
委
員
会

を
重
ね
、
令
和
6
年
4
月
に

は
町
誌
編
さ
ん
室
を
設
置
し
、

編
さ
ん
事
業
の
準
備
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。新
し
い「
知

名
町
誌
第
二
版
」
は
、
町
制

80
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
「
自
然
編
」、「
集
落
・

民
俗
編
」、「
通
史
編
」
の
三

冊
構
成
で
令
和
9
年
〜
10
年

の
刊
行
を
目
指
し
ま
す
。

　
会
議
の
は
じ
め
に
今
井
町

長
よ
り
、
沖
永
良
部
高
校
3

年
生
で
書
道
部
Ｏ
Ｂ
の
川
南

瞭
祐
さ
ん
の
書
に
よ
る
「
知

名
町
誌
編
さ
ん
室
」
看
板
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
誌
編
さ
ん
室
で
は
明

治
・
大
正
・
昭
和
時
代
の
写

真
・
手
紙
・
日
記
な
ど
、
当

時
の
く
ら
し
等
の
様
子
が
伝

わ
る
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。

町
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
町
誌
編
さ
ん
室
☎
84
―

３
１
６
６
（
町
立
図
書
館
建

物
2
階
）

第
１
回
知
名
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
を
開
催

SEP
19

前
議
会
議
員
３
名
が
図
書
購
入
費
を
寄
付

SEP
18

第
４
回
「
音う

と
ぅじ

ゃ
ぶ
ら
フ
ェ
ス
」
が
開
催
！

SEP
22

5 │広報 2024.10



問町立図書館　
☎（93）4356　
http://www.china-lib.jp/

『日月潭の朱い花』
青波 杏 / 著

（集英社）

進化を続けた恐竜たちが遺
した化石の数々。はるか昔
の時代を生きた生きものた
ち。信じられないほど巨大
なものから、ど派手な頭、
謎のしっぽまで、フシギが
目白押しの世界をのぞいて
みよう！

『すごい不思議な恐竜図鑑』
土屋 健 / 監修　内山 大助 / 絵

（中央公論新社）

 10月の行事予定
▶ 24 日（木） 
おはなしの時間 
午前 10 時半～午前
11 時半 

（未就学児対象）
26 日（土） 
おはなしの時間 
午後３時～午後４時
31日（木） 
資料整理休館日

児
童
書

一
般
書

在日コリアンのジュリ
と台北で暮らすサチコ。
古物商のトランクの中
に日本統治時代の台
湾を生きた女学生の日
記を見つけたことから、
ジュリとともに時をこ
えて少女の行方を探す
旅に出る。

みなさまはどんな暮ら
しが好きですか？ どん
なテイストのものが好
きですか？ 人生はもの
選びで 変わる！ 自分
の “ 好き” を知って、
自分らしいものと暮ら
す意味とは？ そんなこ
とをみなさまと一緒に
考える一冊です。

『スタイリストが実践！ 好きなものと 
上手につき合うインテリア』
二本柳 志津香 / 著（主婦と生活社）

実
用
書

漫画１位

『推しの子』
赤坂アカ/ 作

小説１位

『クスノキの女神』
東野圭吾 / 著

児童書１位

『おいしい
ぱんぱんでんしゃ』

五味ヒロミ / 作

毎年、90歳または100歳を迎える方を対象
に、JAあまみ知名事業本部統括理事ととも
に表敬訪問を行い、長寿をお祝いしていま
す。今年は新90歳が46名、新100歳が５名
で、このうち31名の方のお宅を訪問し、ご
長寿をお祝いしました。

～ご長寿表敬訪問～

ご長寿の皆様は、戦前戦後の激動の時代をた
くましく生き、子女を立派に育て上げるととも
に、国や町の発展に大いに寄与され、今日の
繁栄の礎を築かれました。現役世代の私たち
は、町のさらなる発展に粉骨砕身努力しなけれ
ばならないことを改めて感じました。ご長寿の

皆様がこれからもご健康でお幸せに
ご長寿を続けられ、知名町の発展を
見守っていただきたいと思います。

平ミツヱ様（上平川字）

神﨑ハツエ様（上城字）

新納ヨシ様（田皆字）

８月貸出ランキング

10 月から開館時間が変更になります。
開館：午前 9 時 30 分～午後 6 時
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IN
FO

R
M
A
TIO

N

商工会珠算検定試験合格者

全
国
沖
洲
会
連
絡 

協
議
会
懇
親
会
開
催

　
２
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
、
全

国
沖
洲
会
連
絡
協
議
会
懇
親
会
を
、

今
年
度
は
沖
縄
沖
洲
会
創
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
、
沖
縄
県
那
覇
市
で

開
催
し
ま
す
。
左
記
内
容
を
確
認
し
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
企
画
振
興

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時

　
令
和
６
年
12
月
22
日

場
所

　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄

　
（
那
覇
市
西
三
丁
目
６
―
１
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
13
時
〜　
記
念
式
典

　
13
時
半
〜　
懇
親
会
・
余
興

　
16
時
〜
二
次
会
（
別
会
場
）

問
企
画
振
興
課
☎
84
―
３
１
６
２

※
二
次
元
バ
ー
コ

ー
ド
か
ら
参
加

お
申
込
み
可
能

で
す
。

くらし

日にち 9:30～ 10:30 11:00～ 12:00 14:00～ 15:00 15：30～ 16：30
10月23日㈬

役場１階
会議室

⓬デジタルリテラシーを身
につけ、安心・安全にイ
ンターネットを楽しもう

⓭スマートフォンで年
金の情報を確認し
よう（年金ネット）

⓯ 知名町の公式 LINE
からオンライン申請を
してみよう

11月８日㈮
役場１階
会議室

⓬デジタルリテラシーを身
につけ安心・安全にイン
ターネットを楽しもう

1マイナポータルを
活用しよう

⓭スマートフォンで年金
の情報を確認しよう

（年金ネット）

⓯知名町の公式 LINE からオン
ライン申請をしてみよう

11月15日㈮
役場１階
会議室

3新しくアプリをインス
トールしてみよう

6地図アプリを使おう

3新しくアプリをイン
ストールしてみよう

9オンライン会議ア
プリを使ってみよう

1電源の入れ方・ボタン
操作の仕方を知ろう

2電話・カメラを使おう
8スマートフォンを安全

に使うための基本的
なポイントを知ろう

3新しくアプリをインストールし
てみよう

4インターネットを使ってみよう
8スマートフォンを安全に使うた

めの基本的なポイントを知ろう

内容
スマートフォンの基本的な使い方から生活に役立つ便利な検索方法、
安全に利用する方法などについて学べます。
参加費　

無料、各定員８名（先着順）※お電話にてお申込み（受講したい講座の日時と番号をお伝えください） 

スマホの
貸出しも
あります

問総務課☎93－3111使えると便利！ 簡単スマートフォン講座（10～11月）

▪第213回（令和6年6月10日）
3級： 芦原花咲（大城小／ 5年生）
 盛山　仁（下平川小／ 6年生）
4級： 岡留成希（知名小／ 5年生）
7級： 盛山晴仁（下平川小／ 3年生）
 町田咲愛（下平川小／ 3年生）
8級： 鳥丸 咲恵（知名小／ 3年生）

▪第214回（令和6年9月8日）
2級： 山畠愛菜（住吉小／ 5年生）
7級： 鳥丸咲恵（知名小／ 3年生）
珠算検定とは…
そろばんを使った計算能力や暗
算能力を測る検定試験です。

知名町新庁舎落成記念公演

十七夜月に安泰の願い
［第１部］琉球古典音楽・琉球舞踊の世界
幕開け斉唱　かぎやで風　ごゑん節　辺野喜節
独唱「干瀬節」 樋口桂子 「子持節」 江上千沙
独唱「下ゲ出シ仲風」 與那覇徹 「干瀬述懐」城間勇紀
古典女踊「天川」 真踊流二代目 真境名由佳子
独唱「秘伝仲風」 琉球国風絲楽塾主幹 宮城竹茂

［第２部］我が生まれ島ライブ～仲間たち～
よなは徹／前田博美（祖母）／遊弦会せりよさ 代表 赤地一成

【主催】 琉球古典音楽野村流松村統絃
会琉球国風絲楽塾／おきえらぶ文化の
まちづくり実行委員会

【後援】 知名町文化協会／沖縄タイムス
㈱／琉球新報㈱

【チケット・お問合せ】
あしびの郷・ちな　☎81－5151

10/19㈯
開場17:30／開演18:00

▪基本講座  ▪応用講座

前売券2,000円（当日券2,500円）
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有
料
広
告

10
月
１
日
は 

「
土
地
の
日
」
で
す
！

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
（
別
表
参
照
）
の

土
地
に
つ
い
て
、
売
買
等
の
取
引
を

し
た
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
よ
り
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

に
、
買
主
が
土
地
の
利
用
目
的
及
び

取
引
価
格
等
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
県
で
は
、
そ
の
利
用
目

的
が
公
表
さ
れ
て
い
る
土
地
利
用
に

関
す
る
計
画
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
な
ど
を
審
査
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
利
用
目
的
の
変
更
を
勧
告
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
け
出
を
し
た
り
す
る
と
罰
則
が

科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
義
務
者

　
権
利
取
得
者

　
（
売
買
の
場
合
は
買
主
）

届
出
の
時
期

　
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

届
出
先

　
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村

罰
則

　

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

一
定
規
模
以
上
の
土
地
の
開
発
行
為

に
は
土
地
利
用
協
議
が
必
要
で
す

　
県
土
の
無
秩
序
な
開
発
を
防
止
し
、

適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図

り
、
良
好
な
地
域
環
境
を
確
保
す
る

こ
と
等
を
目
的
に
、
一
団
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
の
面
積（
※
都
市
計
画
法・

森
林
法
・
採
石
法
・
砂
利
採
取
法
で

許
可
又
は
認
可
を
必
要
と
す
る
開
発

行
為
は
、
一
団
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
面
積
）
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
知
事
と
協
議
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
開
発
を
行
お
う
と
す

る
場
合
は
、
開
発
の
目
的
、
方
法
等

を
記
載
し
た
知
事
あ
て
の
土
地
利
用

協
議
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
振
興
課
☎
84
―
３
１
６
２

くらし（別表）
区域 面積

市街地区域 2,000㎡

市街地区以外の
都市計画区域 5,000㎡

都市計画区域
以外の区域 10,000㎡

海
の
秋
季
安
全
推
進 

活
動

漁
船
・
小
型
旅
客
船
・
遊
漁
船

　
　
　
海
難
と
釣
り
中
の

　
　
　
　
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋
海
上

保
安
署
で
は
、
漁
船・小
型
旅
客
船・

遊
漁
船
の
事
故
防
止
及
び
釣
り
中
の

事
故
防
止
を
目
的
と
し
た
「
秋
季
安

全
推
進
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

事
故
防
止
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

⚫
船
舶
を
操
船
さ
れ
る
方
は
、
常
時

適
切
な
見
張
り
の
徹
底
、
気
象
及

び
海
象
の
把
握
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
着
用
、
発
航
前
検
査
の
実

施
⚫
釣
り
を
さ
れ
る
方
は
、
天
気
や
体

調
を
確
認
し
無
理
を
し
な
い
、
行

き
先
及
び
帰
宅
時
間
を
第
三
者
に

伝
え
単
独
行
動
し
な
い
、
立
入
禁

止
区
域
内
に
入
ら
な
い
、
適
切
な

装
備
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
携

帯
電
話
、
防
水
ケ
ー
ス
な
ど
）

海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
０
９
９
７
―

53
―
５
５
６
９

くらし
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　国立公園は自然の風景地を保護し、その利用促進を
図り、国民・県民の保健・教養・教化に資するとともに、
生物の多様性を確保することを目的として国（環境省）
の指定を受け管理されているもので、奄美群島の一部
地域は、奄美群島国立公園に指定されています。
　国立公園内では、優れた風景地を保護するため、自
然公園法に基づき、各種開発行為が規制されています。
国立公園内において、次のような開発行為等を行う場
合は、事前に国や県への許可申請・届出の手続きが必
要となります。

手続きの必要な行為（一例）
第１種

特別地域・
第２種

特別地域・
第３種

特別地域

❶工作物（建築物を含む）の新改増築
❷木竹の伐採 ❸鉱物や土石の採取
❹広告物の掲出
❺野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物等）
❻開墾・土地の形状変更
❼屋根・壁面の色彩の変更　など

特別保護
地区

特別地域の規制に加えて
❶木竹の損傷 ❷木竹の植栽 
❸家畜放牧❹野外での物の集積・貯蔵 
❺火入れ・たき火❻動植物の捕獲殺傷等 
❼落葉・落枝の採取　など

普通
地域

❶一定規模以上の工作物の新改増築
（建築物高さ13m 又は延面積1000 ㎡、鉄
塔高さ30m、送水管長さ70m など）
❷鉱物や土石の採取 ❸広告物の掲出
❹土地の形状変更　など

海域公園
地区

❶工作物の新改増築 ❷鉱物や土石の採取
❸広告物の掲出 ❹海底の形状変更
❺物の係留（以上漁業に必要なもの除く）
❻海面の埋立・干拓　など

許可申請・届出の手続き
1申請・届出の様式（令和４年度から新様式になってい

ます。）
•様式や必要な添付書類・記載要領については、環境

省のＨＰに掲載されています。( 右記 URL または二
次元バーコードからアクセスできます。）

2標準的な処理期間
•申請内容や申請先により異なりますが、通常約１～３

か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補
正の期間は除く）

3注意事項
•自己所有地であっても、国立公園内での行為におい

ては、事前に手続きが必要となります。自己所有地
が公園区域に入っていないか、公園区域図を参考に
事前によくご確認ください。公園区域に入っていた場
合は、以下のお問い合わせ先への事前相談をお願い
いたします。また、行為箇所の国立公園区域内外の
判別ができない場合も以下のお問い合わせ先に御相

談ください。
•行為の種類、規模、公園の種類、地種区分の違い

により手続き等に違いがあること、また、行為の場
所や内容によっては、許可ができない場合もあるこ
とから、申請・届出の前に事前相談いただくようお願
いいたします。

•自然公園法の改正が令和４年４月１日に行われたこ
とに伴い、許可が必要な項目や、審査基準に変更が
あります。

•申請等の内容に応じて提出先が異なりますので、申
請等に際しては以下のお問い合わせ先へご確認下さ
い。

•非常災害により国立公園内において法で定められた
行為の必要性がある場合においても、基本的には許
可申請又は届出の手続きが必要です。また、非常災
害のために必要な応急処置としての行為を行った場
合には、当該内容をその行為をした日から起算して
14日以内に届け出る必要があります。

違反行為について
自然公園法の規定に違反しての行為や、無許可での行
為等については、罰則が設けられています（１年以下の
懲役又は100万円以下の罰金等）。また、違反行為から
国立公園を保護するために必要があると認めるときは、
原状回復を課す場合があるため、必ず許可を得てから
行為を行うようご留意ください。
※自然公園法の改正に伴い、従前より罰則が厳重になっ

ています。
※不明な点は下記にお問い合わせください。

お問い合わせ先
環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島・喜
界島・与論島所管） ☎0997-69-2280／環境省奄美群
島国立公園管理事務所徳之島管理官事務所（徳之島・
沖永良部島所管）☎0997-85-2919／大島支庁総務企
画課商工観光係☎0997-57-7215／役場企画振興課☎
84-3162

許可申請書の提出先
環境省：行為地の所管事務所（上記参照） 県（大島支庁）：
役場企画振興課☎84-3162

環境省及び県のホームページ（検索方法）
•（環境省国立公園関係）環境省 _

奄美群島国立公園
　URL: https://kyushu.env.go.jp/

okinawa/procedure/pro_5.html
•（鹿児島県国立公園関係）鹿児島

県庁 HP ➡くらし・環境➡自然保
護➡自然公園→行為許可申請書・
届出書様式

　URL: https://www.pref.kago 
shima.jp/kurashi-kankyo/kankyo/
sizenkouen/yousiki/index.html

問企画振興課☎84―3162国立公園内での開発行為等は手続きが必要です

環境省国立公園ＨＰ

鹿児島県国立公園ＨＰ
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（　　　　　 ）
◎総人口……5,377人（－15）

男 ……2,707人（－３）
女 ……2,673人（－12）

◎世帯数……2,967世帯（－３）

令和６年９月２日現在（前月比）

（敬称略）

町民カレンダー 

大津勘 10/15 火
知　名 10/15 火
竿　津 10/17 木
上平川 10/17 木
久志検 10/21 月
瀬利覚 10/21 月

屋子母 10/22 火
住　吉 10/24 木
赤　嶺 10/25 金
正　名 10/28 月
下　城 10/29 火
新　城 10/29 火

徳　時 11/5 火
下平川 11/5 火
上　城 11/7 木
田　皆 11/8 金

結婚おめでとう
新福　竜弥（鹿児島市） 伊集院彩希（大津勘 )
土器手康晴（薩摩川内市） 橋本　沙季（福岡県）

お誕生おめでとう
出生児 誕生日 　　保護者

宗前　清
せいりゅう

龍（8 月  8 日）清和・瑠華（瀬利覚）

西田　羽
は く

玖（8 月 15 日）大輝・真咲美（新城）

山元　十
と き

葵（8 月 27 日）冴人・早紀（瀬利覚）

山田　凌
り く

久（9 月  8 日）兼貴・美紗（小米）

謹んでご冥福をお祈りします
清島　スミ（87） 8 月 16 日 没 （瀬利覚）
𠮷田美代子（86） 8 月 19 日 没 （屋　者）
林　喜美子（81） 8 月 21 日 没 （屋　者）
吉田富美子（84） 8 月 25 日 没 （知　名）
先間　　恵（46） 8 月 27 日 没 （竿　津）
山元　文吉（65） 8 月 27 日 没 （芦清良）
武　　利和（73） 8 月 29 日 没 （住　吉）
𠮷冨　ツル（99） 8 月 31 日 没 （黒　貫）
勝馬　武 （83） 9 月   1 日 没 （知　名）
平　　元一（96） 9 月   2 日 没 （上　城）
川畑　マツ（90） 9 月   9 日 没 （新　城）
伊井　律子（96） 9 月 11 日 没 （知　名）

香典返し（社会福祉協議会へのご寄付、
　　　　　　　　お礼申し上げます）

清島　和男（瀬利覚） 吉田　忠弘（知　名）
吉田　満男（屋　者） 平　敏毅 （上　城）
吉富　英勝（黒　貫） 山元　建夫（芦清良）
川畑　重富（新　城） 田仲あきみ（国　頭）

今月のいきいき教室

まちの人口

慶弔だより

10/ 11- 11/ 10

広
報

最近、島に引越して早速日
焼けしちゃいました！ 
どーかどーか仲良くしてね！

侑
ゆうと

都くん
知名字
澁田孝一・裕子さん

はじめまちて！

知名町ふるさとまちづくり基金
８月のふるさと納税寄付総額　364,500円

石岡　昌人 ―― 15,000円

伊賀上真人 ―― ――

善 意 皆様の善意に感謝申し上げます。
（敬称略）

11 金 全国地域安全運動（10/20まで）
12 土

13 日 大蔵医院
町民体育大会（町民グラウンド9:00～ 17:00）

14 月 スポーツの日
朝戸医院

15 火
16 水
17 木 大蛇踊り殿智神社礼祭及び大蛇踊り奉納（殿智神社）
18 金
19 土 花沖神社祭（花沖神社）
20 日 本部医院
21 月

22 火 厚生連健診（町民体育館） 【対象字：田皆・下城】
正名字制定127年記念日

23 水 厚生連健診（町民体育館）【対象字：正名・上城・新城・職場】

24 木 厚生連健診（町民体育館）【対象字：久志検・赤嶺・竿津・余多・上平川】
おはなしの時間（未就学児10:30～ 11:30）

25 金 厚生連健診（町民体育館）【対象字：下平川・屋者・芦清良・職場】
国保税第４期・町県民税３期　口座振替日

26 土 厚生連健診（町民体育館）【対象字：大津勘・徳時・住吉・職場】
おはなしの時間（15:00～ 16:00）

27 日
福山医院

厚生連健診（町民体育館）【対象字：小米・屋子母・職場】
知名町 PTA 研究大会（あしびの郷・ちな）

28 月 厚生連健診（町民体育館）【対象字：知名】
29 火 厚生連健診（町民体育館）【黒貫・瀬利覚】
30 水
31 木 国保税第４期・町県民税３期　納付期限日
1 金
2 土 第34回生涯学習フェスティバル

（前夜祭18:30～／作品展示9:00～ 18:00）

3 日

文化の日
町田医院

第34回生涯学習フェスティバル
（式典・公民館講座舞台発表13:00～ 17:00／作品展示9:00～ 18:00）
子牛セリ市（沖永良部家畜市場）（４日まで）

4 月 振替休日
大蔵医院

5 火
6 水
7 木
8 金
9 土

10 日 朝戸医院
第19回ふれあいサッカーフェスティバル
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